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　３月１３日、国道２１９号線「球泉洞バイパストンネル」の開通記念ト
ンネルウォークが開催されました。球泉洞側をスタート・ゴールに村内外
から約６００名が開通したばかりのトンネルの中を思い思いに楽しみまし
た。
　トンネル内では、子供たちが走ったり、記念撮影する家族連れなど、ま
た、大きい声を出し反響する声に興奮したりして大変賑やかでした。
　このトンネルは、３月１６日に開通式を行い、午後３時から供用開始と
なりました。

いい汗流した　トンネルウォーク！
〜球泉洞トンネル開通記念ウォーキング〜
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整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
球
泉
洞
ト

ン
ネ
ル
」
が
三
月
十
六
日
に
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
開
通
を
記
念
し

て
「
球
泉
洞
ト
ン
ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」
が
三

月
十
三
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
外
か

ら
約
六
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
球
泉
洞

側
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
往
復
約

二・四
㎞
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

家
族
で
参
加
し
た
女
性
は
、「
滅
多
に
通

る
こ
と
が
で
き
な
い
ト
ン
ネ
ル
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
出
来
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
ま
た
、

車
で
も
通
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
開
通
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

三
月
十
六
日
、
平
成
六
年
よ
り
進
め
ら

れ
て
き
た
、
国
道
二
一
九
号
「
球
泉
洞
ト

ン
ネ
ル
」
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

供
用
開
始
を
前
に
、
神
事
、
開
通
式

典
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
及
び
く
す
玉
割
り
を

行
い
ま
し
た
。
神
事
で
は
、
桺
詰
恒
雄
村

長
、
宮
尾
尚
球
磨
地
域
振
興
局
長
、
地
元

二
十
一
区
の
川
口
新
二
区
長
な
ど
八
名
が

玉
串
奉
て
ん
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
主

催
者
の
熊
本
県
土
木
部
の
松
永
卓
部
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
桺
詰
恒
雄
村
長
が

「
こ
の
二
一
九
号
線
は
、
村
の
大
動
脈
で

あ
り
、
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
式
を

迎
え
ら
れ
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
区
間
は
、
球
磨
川
に
沿
っ
て
大
き
く
湾

曲
し
な
が
ら
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
る

為
、
崖
崩
れ
や
落
石
の
危
険
性
が
高
く
、

冬
場
は
凍
結
で
通
れ
な
い
と
き
が
あ
り
、

通
行
の
安
全
に
大
変
心
配
し
て
い
た
所
で

す
。
こ
の
球
泉
洞
バ
イ
パ
ス
は
、
球
泉
洞

を
起
点
に
小
谷
側
を
終
点
と
す
る
総
延

長
が
、
一
五
六
〇
ｍ
、
幅
員
一
〇・
七
五
ｍ

で
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
り
道
路
延
長
が

約
一
㎞
短
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

球
泉
洞
ト
ン
ネ
ル
部
分
が
一
一
九
〇
ｍ
を

占
め
て
お
り
、
平
成
六
年
に
事
業
着
手
さ

れ
て
か
ら
十
五
年
の
歳
月
と
、
総
事
業
費

五
十
八
億
円
を
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
走
行

時
間
の
短
縮
と
交
通
の
安
心
・
安
全
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
感
謝
に
耐
え
な

い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
貴
重
な
土
地
を

提
供
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
方
々
へ
感
謝

い
た
し
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、ト
ン
ネ
ル
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

そ
の
後
に
、
パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
、

参
加
者
の
通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
か
ら
一
般
車
両
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

往復して帰ってきた参加者「おつかれさま」供用を開始した球泉洞トンネル

テープカット・くす玉割を行う関係者

　
　
　
　

走
行
時
間
の
短
縮
と
円
滑
な
交
通
を
確
保

〜 

開
通
記
念
ト
ン
ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
者
多
数 

〜　
　

待
望
の
球
泉
洞
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

広報「くまむら」　平成２２年３月号 �



� 広報「くまむら」　平成２２年３月号

球泉洞トンネルの平面図

球泉洞バイパス事業の工事経過

平成６年度　　　　建設事業着手（補助採択）
　　　　　　　　　地形測量・地質調査・設計着手
平成７年度　　　　用地測量着手
平成８年９月　　　用地買収開始
平成１０年１０月　人吉側国道切替工事　着工
平成１４年　２月　人吉側国道切替工事　竣工
平成１７年　３月　八代側国道切替工事　着工
　　　　　１２月　トンネル本体工事　着工
平成１８年　５月　トンネル本体工事掘削開始
平成１９年１０月　八代側国道切替工事　竣工
　　　　　１０月　トンネル本体工事　貫通
平成２０年　３月　トンネル本体工事　履工完了
　　　　　１０月　トンネル本体工事　竣工
平成２１年　１月　トンネル照明・非常用設備工事着工
　　　　　　８月　八代側国道取付工事着工
　　　　　　９月　人吉側国道取付工事着工
平成２２年　３月　八代側・人吉側国道取付工事竣工

旧国道219号

地元住民を招いてトンネル内を見学（H19.3）
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三
月
六
日
、
今
月
末
に
永
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
一
勝
地
第
二
小

学
校
（
高
濱
伸
也
校
長
＝
児
童
数
二
十
五
名
）
の
閉
校
式
が
、
校
区

住
民
、
卒
業
生
、
歴
代
職
員
な
ど
約
四
〇
〇
名
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
地
元
校
区
民
に
よ
る
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
上
野
勝
則
委
員
長
）、球
磨
村
教
育
委
員
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桺
詰
恒
雄
村
長
は
、
式
典
で
「
明
治
八
年
に
開
校
し
て
以
来
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
と
永
き
に
わ
た
っ
て
、
有
為
な

人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
本
村
は
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
村
内
の
児
童
数
も
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
重
ね
、
保
護
者
の
要
望
を
ふ

ま
え
、
同
時
に
校
区
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
き
、
村
内
の
小
学
校

四
校
を
二
校
に
再
編
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
勝
地
第
二
小
学
校

児
童
も
そ
の
通
学
区
域
で
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
最
終

的
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
一
勝
地
小
学
校
と
渡
小
学
校
に
通
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
閉
校
は
誠
に
残
念
で
す
が
、
学
校
の
施
設

を
ど
う
活
用
す
る
か
が
課
題
で
す
。
地
域
文
化
の
交
流
、
拠
点
、
あ

る
い
は
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
充
分
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。
次
い
で
上
野
実
行
委
員
長
は
、「
昨
年
５
月
に
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
今
日
ま
で
十
数
回
を
数
え
る
会
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
委
員
に
は
俣
口
分
校
の
閉
校
式
と
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
一
同
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
記
念
事

業
を
し
た
い
と
思
い
、約
三
百
八
十
名
の
卒
業
生
に
案
内
状
の
送
付
、

六
百
五
十
部
の
記
念
誌
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
が
無
く
な
っ

て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
学
校
は
、
二
小
校
区
の
中
心
的
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
三
十
六
代
そ
し
て
、
最
後
の
校
長
と
な
っ
た
高
濱
校
長
は
、「
つ

い
に
こ
の
日
が
や
っ
て
き
た
と
思
う
と
淋
し
い
気
が
し
ま
す
。
永
遠

に
語
り
継
が
れ
る
学
校
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。“
あ
り
が
と
う
第

二
小　

あ
り
が
と
う
子
供
た
ち　

あ
り
が
と
う
皆
さ
ん
”」
と
思
い

を
話
し
ま
し
た
。

　

高
濱
校
長
か
ら
桺
詰
村
長
へ
校
旗
が
返
納
さ
れ
た
後
、
全
校
児
童

一勝地第二小学校閉校式

「明るく　たくましく」
　　育ててもらった二小
　　　　　　　　ありがとう！

高濱校長から桺詰村長へ校旗の返納構成詩　ありがとう二小を発表除幕式では風船も飛ばしました

135年の歴史に幕



� 広報「くまむら」　平成２２年３月号

に
よ
る
「
構
成
詩　

あ
り
が
と
う
二
小
」
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
校

舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
出

席
者
全
員
で
第
二
小
校
歌
を
歌
い
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
式
後
、
校
歌
、
校
章
、
碑
文
な
ど
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
語
る
会
が
行
わ
れ
、
思
い
出
話
や
盃

を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

俣
口
分
校
閉
校
式

　

第
二
小
の
閉
校
式
に
先
だ
っ
て
、
二
月
二
十
一
日
、
俣
口
分
校
の

閉
校
式
が
校
区
住
民
、
卒
業
生
、
歴
代
職
員
な
ど
約
百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

俣
口
分
校
は
、
平
成
十
四
年
よ
り
休
校
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
、

本
校
の
閉
校
と
併
せ
て
分
校
の
閉
校
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
桺
詰
村
長
、
上
野
勝
則
実
行
委
員
長
、
高
濱
校
長
、

愛
甲
村
議
会
議
長
が
挨
拶
し
、
歴
代
職
員
を
代
表
し
て
、
上
田
博
孝

現
渡
保
育
園
園
長
が
当
時
の
思
い
出
を
話
し
ま
し
た
。

　

現
在
本
校
に
通
っ
て
い
る
、
一
年
生
の
遠
原
陽
菜
さ
ん
が
、
お
父

さ
ん
か
ら
聞
い
た
俣
口
分
校
の
思
い
出
を
作
文
と
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
閉
式
後
に
は
、記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

懇
親
会
に
移
り
、
当
時
の
思
い
出
話
に
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

135年の歴史に幕

俣口分校での閉校式の様子

卒業生による特別授業 !? この日のために保護者も一生懸命練習しました
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三
月
七
日
、
神
瀬
小
学
校
（
上
田
陽
一
郎
校
長

＝
児
童
数
二
十
三
名
）
の
閉
校
式
が
、校
区
住
民
、

卒
業
生
、
歴
代
職
員
な
ど
約
三
〇
〇
人
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
地
元
校
区
民
に
よ
る
閉
校
記
念

事
業
実
行
委
員
会
（
大
岩
精
一
委
員
長
）、
球
磨

村
教
育
委
員
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
に
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、

六
年
生
四
名
も
一
緒
に
引
き
ま
し
た
。記
念
碑
は
、

校
名
、
校
章
、
校
歌
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
桺
詰
恒
雄
村
長
「
明
治
七
年
に
寺
子
屋

式
で
創
設
さ
れ
、
以
来
仮
屋
小
学
校
、
高
音
小
学

校
、
高
音
尋
常
小
学
校
、
高
音
尋
常
高
等
小
学

校
、
神
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
、
神
瀬
国
民
学
校
、

神
瀬
小
学
校
と
校
名
を
変
更
、
ま
た
、
昭
和
三
十

年
か
ら
白
石
地
区
の
児
童
が
通
学
す
る
よ
う
に
な

り
、
三
十
一
年
に
は
ダ
ム
建
設
に
よ
り
多
武
除
分

校
を
本
校
に
統
合
、
三
十
九
年
に
は
大
瀬
小
学
校

を
統
合
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
に
は
川
島
分
校
児

童
が
本
校
に
通
学
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
時
代

に
即
応
し
て
学
校
の
位
置
や
、
通
学
区
域
も
変
遷

し
ま
し
た
。
来
年
度
よ
り
、
小
学
校
四
校
を
二
校

に
再
編
す
る
こ
と
に
、
神
瀬
小
学
校
児
童
も
一
勝

地
小
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六

年
生
の
皆
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
球
磨
中
へ
、
一
年

生
か
ら
五
年
生
ま
で
の
皆
さ
ん
は
一
勝
地
小
学
校

へ
と
、
と
も
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
合
同
学
習
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
行
事
で
交
流
を
深
め
て
き
た
お
友
達
と

一
諸
に
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
早

く
学
校
に
馴
れ
て
多
く
の
お
友
達
を
つ
く
り
、
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
次
い
で
大
岩
実
行
委
員
長
は
、「
神
瀬
小
は
、

〜神瀬小学校閉校式〜

上田校長から桺詰村長へ校旗の返納

立派な記念碑が建ちました

ありがとうの思いをこめて万歳三唱

    ありがとう 　  神瀬小学校！
神瀬で生まれ　神瀬で育ち　神瀬で学びました！
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地
域
の
方
と
共
に
永
い
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
当
地
区
も
少
子
高
齢
化
の
波
が
容
赦
な
く
押

し
寄
せ
ま
し
た
。
将
来
、
児
童
数
の
増
加
も
見
込

め
ず
、
村
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
で
幾
度
と
な
く
協
議
を
行

い
、
閉
校
に
い
た
り
ま
し
た
。
来
年
度
よ
り
新
築

さ
れ
る
一
勝
地
小
学
校
へ
児
童
は
通
学
し
ま
す
。

小
学
校
が
無
く
な
り
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
姿
が

見
れ
な
く
な
る
と
思
う
と
淋
し
い
限
り
で
す
。
し

か
し
、“
や
っ
ぱ
神
瀬
は
よ
か
な
”
と
言
わ
れ
る

地
域
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
校
長
と
な
っ
た
上
田
校
長
は
、「
神
瀬

小
学
校
は
、
百
三
十
五
年
と
い
う
永
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年
の
卒
業
生
を

ピ
ー
ク
に
平
成
に
入
る
と
百
名
を
割
り
、
現
在
は

二
十
三
名
で
す
。
こ
の
一
年
を
“
夢
へ
の
挑
戦
〜

自
信
と
誇
り
”
を
合
言
葉
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
一
勝
地
小
学
校
で
も
こ
の
学
校
で
培
っ
て

き
た
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

上
田
校
長
か
ら
桺
詰
村
長
へ
校
旗
が
返
納
さ
れ

た
後
、
全
校
児
童
に
よ
る
構
成
詩
と
合
唱
が
披
露

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
校
舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
出
席
者

全
員
で
神
瀬
小
校
歌
を
歌
い
閉
式
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
瀬
組
太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
昼

食
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
は
、
各
学
年
の
発
表
や
保
護
者
に
よ

る
合
唱
、
当
地
区
の
伝
統
芸
能
「
住
吉
谷
奴
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
思
い
出
を
語
る

会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
や
職
員
、

ま
た
は
、
地
区
住
民
な
ど
盃
を
交
わ
し
、
思
い
出

を
語
り
ま
し
た
。

構成詩を発表

何回も何回も練習しました閉校式に郷土芸能で花をそえました

    ありがとう 　  神瀬小学校！
神瀬で生まれ　神瀬で育ち　神瀬で学びました！
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三
月
十
日
、
一
勝
地
第
一
小
学
校
（
生
田
敏
男
校
長
＝
児
童
数

五
十
八
名
）
の
お
別
れ
式
が
、
児
童
、
保
護
者
、
校
区
区
長
・
班

長
、
卒
業
生
な
ど
約
一
〇
〇
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
閉
校
関
連
事
業
実
行
委
員
会
（
八
田
七
之
介
委

員
長
）
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
八
田
委
員
長
は
「
明
治
八
年
に
柳
詰
小
学
校
と
し
て
開

校
し
ま
し
た
。
以
来
名
称
を
変
え
な
が
ら
今
の
一
勝
地
第
一
小
学

校
と
な
り
、
三
月
に
そ
の
永
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
委
員
会
と
し
て
は
、
記
念
品
を
校
区
全
世
帯
に

贈
呈
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
歴
代
職

員
の
皆
様
、
校
区
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。　

　

生
田
校
長
は
「
昭
和
二
十
九
年
四
月
か
ら
、
今
の
一
勝
地
第
一

小
学
校
と
い
う
校
名
と
な
り
五
十
六
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。
第
一
小
の
卒
業
生
は
、
二
千
六
百
五
十
五
名
を
数
え
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、一
勝
地
小
学
校
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

第
一
小
で
学
ん
だ
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

桺
詰
村
長
は
、
一
勝
地
第
一
小
学
校
の
開
校
か
ら
現
在
ま
で
の

歴
史
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
発
表
が
行
わ
れ
、

一
勝
地
第
一
小
学
校
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
思
い
出
を
発
表
し
た

後
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
歌
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
八
田
委
員
長

か
ら
六
年
生
の
野
々
原

雅
也
く
ん
へ
記
念
品
の

目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
者
は
、
新
し

い
校
舎
の
見
学
を
行
い
、

旧
校
舎
と
新
校
舎
を
カ

メ
ラ
で
収
め
て
い
ま
し

た
。

 珍しかった鉄筋３階建ての校舎！
たくさんの思い出をありがとう！ 

〜一勝地第一小学校　「お別れの式」 〜

挨拶をする八田委員長

記念品の目録を受け取る野々原くん

第一小の歴史について発表しました

第一小児童として最後の子ども達
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三
月
十
一
日
に
、
石
の
交
流
館

「
や
ま
な
み
」
で
、
第
三
回
区
長
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
区
長
の
ほ
か
、
村
執

行
部
や
行
政
区
に
配
置
さ
れ
た
職

員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
桺
詰
村
長
が
「
村
の
振
興

発
展
の
た
め
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
区
再
編
を

行
い
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
行
政
区
再
編
後
初
め
て
の
区

長
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と

戸
惑
い
、
苦
労
が
多
か
っ
た
二
年

間
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
来
年
度
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
そ
の
後
に
各
課
長
か
ら
議

題
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
課
長
か
ら
の
説
明
は

次
の
と
お
り
で
す
。

総　

務　

課

一
、
球
磨
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
つ
い
て

　

◆
投
票
日

　
　
　

四
月
二
十
五
日
（
日
）

　

◆
告
示
日

　
　
　

四
月
二
十
日　
（
火
）

　

◆
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

　

第
五
投
票
区
の
投
票
所
が
「
一
勝

地
小
学
校
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

二
、
平
成
二
十
二
年
度　

第
一
回

区
長
会
に
つ
い
て

　

◆
四
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

　

�　

区
長
候
補
推
薦
届
を
総
務
企

画
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。　

住
民
福
祉
課

一
、
年
金
出
張
相
談
の
予
約
制
に

つ
い
て

　

八
代
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

年
金
記
録
問
題
関
係
の
相
談
が
一
段

落
し
相
談
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、相
談
会
場
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

待
ち
時
間
が
な
い
会
場
や
長
時
間
待

た
さ
れ
る
会
場
も
あ
り
ま
す
。
相
談

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
四

月
か
ら
予
約
制
で
の
年
金
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

（
予
約
方
法
）

　

年
金
手
帳
を
準
備
し
、
☎
０
９
６

‐
３
５
‐
６
１
２
３
へ
。
名
前
、
基

礎
年
金
番
号
、
希
望
日
、
内
容
、

電
話
番
号
を
伝
え
ま
す
。

　

相
談
日
は
、
三
月
号
「
お
知
ら

せ
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
衛
生
課

一
、
「
平
成
二
十
二
年
度　

健
康

診
査
希
望
調
査
」
の
取
り
ま
と
め

の
お
願
い

◆
住
民
健
診
を
六
月
十
二
日
か
ら

十
九
日
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
健
診
希
望
調
査
票

の
配
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
特
定
健
診
の
状
況

◆
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
球
磨

村
国
保
の
方
を
対
象
に
「
特
定
健

診
」
の
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
早
く
に

見
つ
け
る
た
め
に
は
、
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
早
道
で
、
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
か
ら
大
き
な
病
気

が
出
て
い
る
現
状
で
す
。

産
業
振
興
課

一
、 

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
度
に
、
米
所
得

補
償
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
水
田
へ
の
作

付
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
計
画
書
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
基
に
米
の
作

付
状
況
を
把
握
し
た
り
、
作
付
配

分
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

二
、
サ
ル
目
撃
情
報
の
提
供

　

現
在
、
サ
ル
の
行
動
範
囲
を
知

る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
目
撃
し
た
場
合
は
、
産
業
振

興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建　

設　

課

一
、
各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め

の
協
力
に
つ
い
て

　

現
在
も
国
道
、
県
道
、
村
道
な
ど

の
道
路
改
良
工
事
等
に
伴
い
全
面
通

行
止
め
、
時
間
通
行
止
め
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
森
林
基
幹
道
岡
大
槻
線
開
設

事
業
に
つ
い
て

　

森
林
基
幹
道
岡
大
槻
線
は
、
平

成
二
十
年
度
に
踏
査
及
び
測
量
設

計
を
終
え
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
開
設
工
事
を
始
め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

　

球
磨
村
文
化
財
案
内
板
、
標
柱

等
に
つ
い
て

　

村
内
各
地
域
の
文
化
財
や
永
年

親
し
ま
れ
て
き
た
地
名
等
に
つ
い

て
、
そ
の
い
わ
れ
を
調
査
研
究
し

伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
文
化
財
案
内
板
や
標

柱
等
で
、
腐
食
等
な
ど
老
朽
化
が

著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
場
合
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

税　

務　

課

　

所
得
税
申
告
に
つ
い
て

　

先
月
十
五
日
か
ら
今
月
十
日
ま

で
各
会
場
に
お
い
て
、
申
告
事
務

を
行
い
ま
し
た
。
公
民
館
、
地
区

の
施
設
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
回

   
区
長
会
開
催

資料に目を通す各区長

区長会で挨拶をする桺詰村長
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関
西
地
方
に
住
む
球
磨
村
出
身

者
及
び
関
係
者
を
会
員
と
す
る
関

西
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
四
回
総
会
が
、

二
月
二
十
七
日
、
京
都
市
Ｊ
Ｒ
京

都
駅
前
の
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
球
磨
村
か
ら
桺
詰
村

長
ら
四
人
、
関
西
周
辺
か
ら
会
員

二
十
八
人
の
合
計
三
十
二
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
伊
藤
弘
子
会
長
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
の
桺
詰
村
長
が

近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
「
皆
様

の
ふ
る
さ
と
球
磨
村
で
は
、
過
疎

化
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会

経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
都
市

部
に
在
住
の
球
磨
村
出
身
者
の

方
々
と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
球
磨

村
の
振
興
・
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
特
に
関
西

地
方
は
九
州
新
幹

線
が
全
線
開
通
す

る
こ
と
に
よ
り
交

通
の
便
が
良
く
な

り
、
交
流
を
進
め

る
上
で
も
大
切
な

地
域
で
あ
る
た
め
、

皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
祝
辞

を
述
べ
、
議
事
に

移
り
ま
し
た
。

　

第
四
回
目
を
迎

え
た
今
回
の
総
会

で
は
十
三
名
の
方

第４回

関西カワセミ会
開　催

が
初
め
て
出
席
さ
れ
、
今
後
も
会

員
が
増
加
す
る
よ
う
に
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
終
了
後
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
関
西
弁
と
球
磨

弁
が
混
じ
り
あ
っ
て
、
懐
か
し
い

故
郷
の
想
い
出
話
が
続
き
、
会
の

途
中
で
は
平
成
二
十
一
年
十
月

十
七
、十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
球

磨
村
へ
の
里
帰
り
ツ
ア
ー
の
様
子

が
写
真
を
交
え
な
が
ら
報
告
さ

れ
、
里
帰
り
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
会
員
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
球
磨
村
の
特
産
品
（
棚

田
米
、
焼
酎
等
）
が
当
た
る
抽
選

会
が
あ
り
、
抽
選
の
た
び
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
六
年
目
と

な
る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
四
年

目
の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
三
年

目
の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
今
年

度
設
立
し
た
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
拡
大
を
図

り
、
都
市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
情
報

の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
会
員

拡
大
の
た
め
、
各
地
域
に
在
住
の

ご
親
族
や
友
人
の
方
な
ど
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
総
務
企
画
課
企
画

広
報
係
（
☎
３
２-

１
１
３
８
）
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

カワセミ会参加者のみなさん

　

二
月
二
十
五
日
、
村
内
小
・
中
学

校
に
勤
務
す
る
教
職
員
を
対
象
に
、

教
育
へ
の
熱
意
と
研
究
、
学
校
教
育

に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
学
校
教

育
全
般
に
関
す
る
論
文
を
募
集
し
、

学
校
の
活
性
化
と
教
職
員
の
資
質
の

向
上
を
目
的
と
す
る
球
磨
村
教
育
論

文
の
表
彰
式
が
球
磨
村
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
十
一
点
の
応
募
が
あ

り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
一
点
、
優
秀
賞
三
点
、
入
選
七
点

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
板
﨑
巧
委
員
長
が

受
賞
者
へ
激
励
と
祝
福
を
述
べ
、
桺

詰
恒
雄
村
長
が
「
日
頃
の
教
育
実

践
を
論
文
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
意
欲

が
見
ら
れ
ま
す
。
来
年
度
よ
り
小

学
校
を
二
校
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
の
第
二

小
の
井
口
秀
明
教
諭
、「
児
童
一
人

一
人
に
「
確
か
な
学
力
」
を
保
障
す

る
た
め
の
学
習
指
導
の
在
り
方
に
つ

い
て　

〜
第
５
・
６
学
年
の
二
年
間

の
取
組
を
通
し
て
〜
」が
表
彰
さ
れ
、

板
﨑
委
員
長
か
ら
表
彰
状
と
た
て
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
論
文
表
彰
者

☆
最
優
秀
賞

　

一
勝
地
第
二
小
学
校　

　
　

井
口
秀
明
教
諭

☆
優
秀
賞

　

渡
小
学
校

　
　

澤
田
美
穂
教
諭

　

一
勝
地
第
一
小
学
校

　
　

内
布
亜
希
講
師

　

神
瀬
小
学
校

　
　

黒
木
文
敏
教
諭

☆
入
選

　

○
一
勝
地
第
一
小
学
校

　
　
　

兼
田
圭
一
郎
教
諭

　

○
一
勝
地
第
二
小
学
校

　
　
　

緒
方
美
紀
教
諭

　
　
　

前
川
久
美
子
教
諭

　
　
　

河
野
真
由
美
教
諭

　

○
神
瀬
小
学
校

　
　
　

中
村
志
摩
教
諭

　
　
　

犬
童
朋
之
教
諭

　

○
球
磨
中
学
校

　
　
　

村
田
利
香
教
諭

最
優
秀
賞
に　

井
口
秀
明
教
諭
（
第
二
小
）

　
　

平
成
二
十
一
年
度　

教
育
論
文
表
彰
式

受賞された先生達
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第
十
二
回
球
磨
村
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
文
化
祭
が
、

二
月
二
十
八
日
、
神
瀬
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
成
人
教
育
に
お
い
て
、

生
涯
学
習
講
座
と
文
化
協
会
活
動

は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、

一
年
間
の
学
習
成
果
発
表
の
機
会

並
び
に
村
民
へ
の
学
習
意
欲
啓
発

の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
小
学
校
ス
テ
ー
ジ
発
表

は
一
勝
地
第
一
小
学
校
と
一
勝
地

第
二
小
学
校
と
神
瀬
小
学
校
の
３

校
が
行
い
ま
し
た
。

　

一
勝
地
第
一
小
学
校
は
、
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
児
童
で「
花

が
さ
音
頭
」
を
披
露
。
一
勝
地
第

二
小
学
校
児
童
は
、
全
児
童
に
よ

る
合
唱
「
大
丈
夫
」「
第
二
小
校
歌
」

の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

神
瀬
小
学
校
は
、「
神
瀬
小
校
歌
」

と
六
年
生
が
作
詞
し
た
「
神
瀬
で

（
こ
の
街
で
）」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　　

続
い
て
生
涯
学
習
講
座
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
最
初
に

コ
ー
ラ
ス
講
座
が
「
涙
く
ん
さ
よ

な
ら
」
ほ
か
二
曲
を
発
表
し
、
次

に
英
会
話
講
座
が
、
練
習
の
成
果

を
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。
フ
ラ

ダ
ン
ス
講
座
は
、
会
員
が
ス
テ
ー

ジ
い
っ
ぱ
い
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
風
に

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、

先
ず
詩
吟
サ
ー
ク
ル
が
「
水
戸
黄

門
」「
小
督
之
局
」「
精
舎
の
鐘
」

を
吟
じ
ま
し
た
。
続
い
て
大
正
琴

サ
ー
ク
ル
が
「
火
の
国
旅
情
」「
遠

く
へ
い
き
た
い
」「
ふ
た
り
の
大
阪
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
午
後
の
発
表
ま
で
休

憩
時
間
と
な
り
、
昼
食
を
と
る
ほ

か
、
会
場
内
の
展
示
作
品
を
観
覧

し
た
り
、
午
前
中
の
発
表
に
つ
い

て
談
笑
す
る
様
子
が
会
場
内
各
所

で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
特
別
講
演
と
し

て
、
平
成
音
楽
大
学
に
よ
る
金
管

楽
器
を
用
い
た
「
金
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
生
の
演
奏
に
聴
き
入
り
、
知
っ

て
い
る
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
手
拍

子
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
が

「
お
前
に
惚
れ
た
」
な
ど
七
曲
を
熱

唱
し
ま
し
た
。　

最
後
に
は
、
お
待
ち
か
ね
の
福
引

大
会
を
行
い
、
ク
ジ
の
番
号
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

習
得
し
た
「
技
」
の
数
々
を
披
露

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
文
化
祭

　３月３日、日本赤十字社熊本県支部より同球磨村分
区へ、災害救援対策の充実と赤十字事業の推進を図
るため、赤十字災害救援車が配備されました。
　熊本県支部の、石田新一総務課長が日隠啓一住民
福祉課長へ救援車の贈呈を行いました。
日隠課長は「救援車の配備、大変ありがたい。災害
時だけと限らず、赤十字全般の事業に対し、救援車を
利用させていただきます」と感謝の言葉を述べました。
また、同県支部より赤十字事業において成果があった
ことに対し、球磨村分区へ感謝状が贈られました。

日赤熊本県支部より救援車を配備！

フラダンス講座はステージいっぱい使いました

素晴らしい作品の数々

石田課長（写真右）より贈呈を受ける日隠課長

　昨年１１月に園舎改築工事の起工式を行ったこ
がね保育園が、卒園式を前に完成しました。
　新園舎は、県産材を使用した木造２階建てで、
延べ床面積４９９㎡となっています。
　今月２７日に卒園式を行い、来月３日には、こ
がね保育園創立８０周年記念式典と新園舎落成式
が開催されます。

新しい園舎完成　こがね保育園

木の香りがする園舎です
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三
月
十
四
日
、
在
校
生
や
教
職
員
、
保
護
者
ま
た
は
、
多
数
の
来
賓

が
参
列
し
た
球
磨
中
体
育
館
で
第
三
十
三
回
目
の
平
成
二
十
一
年
度
球

磨
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
卒
業
生
は
、

男
子
二
十
一
名
、
女
子
二
十
五
名
の
計
四
十
六
名
が
新
た
な
道
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
演
奏
で
、
卒
業
生
が

入
場
を
す
る
と
、
参
列
者
か
ら
温

か
い
拍
手
の
な
か
を
堂
々
と
、
入

場
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
が
着
席
す
る
と
、
那
須

さ
と
み
教
頭
が
開
式
を
宣
言
、
国

歌
斉
唱
の
後
、
大
田
康
雄
校
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
田
校
長
は
「
卒
業
生
は
、

や
る
時
は
や
る
、
誇
り
に
思

え
る
卒
業
生
で
す
。
た
だ
、

も
う
少
し
、
自
分
に
自
信
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
卒

業
生
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

来
賓
の
桺
詰
恒
雄
村
長

は
、「
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
素
晴
ら

し
い
態
度
で
、
感
動
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
授
業
に
、
部

活
動
に
そ
し
て
生
徒
会
活
動

に
三
年
間
の
努
力
の
か
い
あ
っ
て

め
で
た
く
卒
業
し
ま
す
。
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
祝

辞
を
贈
り
ま
し
た
。
愛
甲
泰
治
村

議
会
議
長
祝
辞
の
後
、
犬
童
和
成

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
「
三
年
前
、
大
き

目
の
制
服
で
身
を
包
み
、
あ
ど
け

な
か
っ
た
姿
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

今
日
、
こ
こ
に
大
き
く
成
長
し
た

姿
を
見
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

言
葉
を
祝
辞
に
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
代
表
が
卒
業
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
ま
た
、
在
校
生

全
員
が
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
卒
業
生
は
、
ス
テ
ー
ジ
前

に
整
列
し
、
一
人
ひ
と
り
が
学
校

の
思
い
出
、
先
生
方
へ
お
礼
、
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
後
に
全

員
で
校
歌
斉
唱
を
し
閉
式
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
卒
業
生
と
保
護
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、
友

達
と
担
任
と
の
最
後
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に　

　
　
　
　

新
し
い
門
出
へ
出
発　

平
成
二
十
一
年
度　

球
磨
中
学
校
卒
業
式　

　

三
月
三
日
、
石
の
交

流
館
「
や
ま
な
み
」
で

く
ま
む
ら
の
ひ
な
ま
つ

り
が
村
内
保
育
園
の
園

児
や
地
元
住
民
、
か
わ

せ
み
利
用
客
な
ど
約

八
十
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
音
楽

大
学
の
金
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。
金
管
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
は
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、ホ
ル
ン
、ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
、
チ
ュ
ー
バ
の
金
管
楽
器
の
演
奏
を
い
い
ま
す
。

　

演
奏
は
、
約
一
時
間
行
わ
れ
、
園
児
向
け
の
「
ド
レ

ミ
の
歌
」、
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
、
来
場
者
向
け
に
は
、

時
代
劇
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
約
十
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
歌
っ
た
り
手
拍
子
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
来

場
者
全
員
で
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
と
「
春
よ
こ
い
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

生の演奏に感動　金管アンサンブル
〜くまむらのひなまつり〜

３年間の思い出を胸に頑張ります

演奏に合わせてみんなで歌いました

　昨年、設立した農業振興アドバイ
ザー会議の鈴木康夫会長（東海大学
教授）を、引き続き、本村の今後の
農業を始めとした地域振興・観光振
興など全般に亘る農村振興施策を検
討するため、今回「農村振興アドバ
イザー」としてお願いいたしました。

産業振興課からお知らせ

これからもお世話になります
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〜通行規制のお知らせ〜
　住民の皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

規制 路   線   名 事 業 内 容 場　　　所 期　　　　間

全面通行止 林道大槻大岩線 県営治山復旧 神瀬字大浦地内 当　分　の　間

時間通行止 県道高沢一勝地線 防災及び舗装 神瀬字坂口地内 〜平成２２年６月３０日

（問い合わせ先）球磨村役場　建設課　☎０９６６−３２−１１１６

球磨村職員の勤務・服務等の状況

1. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

① 一般職員の勤務時間の状況
勤務日 1 日の勤務時間 始業時間 終業時間 休憩時間

月曜日から
金曜日まで 7 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時から 13 時

② 職員の服務の状況
一般職員の年次有給休暇の取得状況 (H20.1.1~H20.12.31)

総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B）/（C）

消化率
（B）/（A）

日
2803

日
692

人
76

日
9

%
24.6

③ 育児休業の取得状況（平成 20 年度に承認された者）　なし

④ 介護休暇の取得状況（平成 20 年度に承認された者）　なし

2. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 20 年度）　　 分限処分　2 名　　懲戒処分　該当者なし

3. 職員の研修の状況
研修名 受講者数 研修日 日数

市町村職員中央研修（アカデミー） 2 名 H20.11 .26 から H20.12 .  5 10 日
電話応対及び接客マナー研修 59 名 H21.3 .24 1 日

一般職員１部研修　前期
　　　　〃　　　　後期

1 名
1 名

H20. 5 .19 から H20. 5 .20
H20. 6 .11 から H20. 6 .12

2 日
2 日

一般職員２部研修　前期
　　　　〃　　　　後期

1 名
1 名

H20. 5 .21 から H20. 5 .22
H20. 5 .27 から H20. 5 .28

2 日
2 日

新任係長研修　　　前期
　　　　〃　　　　後期

2 名
1 名

H20. 5 .  7 から H20. 5 .  8
H20. 5 .13 から H20. 5 .14

2 日
2 日

新任課長研修 1 名 H20. 7 .29 から H20. 7 .  30 1 日
			 
人権教育研修			 

研修名 受講者数 研修日 日数
球磨村人権教育研修会 35 名 H20. 6 .30 1 日
下球磨ブロック人権教育研修会 5 名 H20. 7 .  4 1 日
人吉下球磨人権教育研究大会 3 名 H20. 7 .30 1 日
人権同和問題指導者育成講座 1 名 H20. 8 .21 1 日

（問い合わせ先）球磨村役場　総務企画課　☎０９６６−３２−１１１１
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平成２２年度　健康診査希望調査について

（ピンクの用紙）　

住民健診の申し込みをしましょう！

　健診の申し込み等を把握するために、別紙「健康診査希望調査票」を記入のうえ、４月５日(月 )
までに、区長様にお渡しください。
　（区長様にはお手数ですが、取りまとめていただき、４月８日 ( 木 ) までに役場健康衛生課へ
提出していただきますようお願いします。）

≪特定健診≫�
　　４０～７４歳までの国保の方は、ぜひお受け下さい。
　　治療中の方もお受け下さいますようにお願いします。
≪後期高齢者健診》�
　　�７５歳以上の方で「血圧」「脂質」「血糖」のお薬をのま

れている方は、治療の一環として検査がなされております
ので、受診の必要はありません。

保健師より大切なお知らせです

氏名 性別 生年月日 年
齢個人番号

健診項目

特定
健診

若者
健診

後期
高齢者
健診

胸部
大腸
がん

胃がん 超音波
子宮がん 乳がん

前立腺
がん

骨粗
しょう症

肝炎
ウイルス

日曜健診
申し込み健診車 病院 健診車 病院

球磨太郎 男 S31.1.1 54 111111 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ ○ 1 2 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ 2 ＊＊＊ ○

球磨花子 女 S32.1.1 53 2222 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ＊＊＊ ○ ＊＊＊

球磨一子 女 S25.1.1 60 1212 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ 1 ○ ○ ○ ○ ＊＊＊ 2 ＊＊＊

球磨一郎 男 S3.1.1 82 2323 ＊＊＊ ＊＊＊ 2 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

記入方法について

子宮頸がん乳がんは「健診車」と「病院」で受
ける２つの方法があります。どちらの方法でう
けられますか。

日曜健診について
仕事の都合等で日曜日に受診し
たい方は「○」をつけて下さい。
ただし、特定健診を受ける方に
限らせていただきます。

新型インフルエンザ予防接種
料金の補助申請受付について

受付期限　3月31日（水）

3 月 31 日までに申請されませんと、補
助は受けられませんのでご注意下さい。

（問い合わせ先）
☎０９６６−３２−１１３９
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平成２２年度　住民健診の内容・個人負担

　健診名 内容 対象者
実際の

検査料金

個人負担金
６９歳 
まで

７４歳 
まで

後期
高齢者

特定
身長・体重・血圧
測定・糖や脂質な
どの血液検査

国民健康
保険

40～ 74歳　男・女 7,500 1,000 1,000 ＊＊
若者 20～ 39歳　男・女 7,500 1,000 ＊＊ ＊＊

後期高齢者 後期高齢者
保険 後期高齢者　男・女 7,400 ＊＊ ＊＊ 800 

肺がん（胸部） 胸部エックス線検査

す
べ
て
の
保
険
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
す

30 歳以上　 男・女 1,600 500 

負
担
金
な
し
（
無
料
）

負
担
金
な
し
（
無
料
）

大腸がん 便潜血検査 ３０～７９歳　男・女�
（胃の検査は人によって
検査不可の場合あり）

1,640 500 
胃がん エックス線撮影 4,536 1,500 
腹部超音波 上腹部超音波検査 3,460 1,000 

子宮頸がん
健診車 視診�

頸部細胞診
２０～７９歳　女性

3,990 1,000 

病　院 視診�
頸部細胞診 5,888 2,000 

乳がん
健診車 マンモグラフィー�

超音波検査
３０～７９歳　女性

5,670 1,500 

病　院 マンモグラフィー�
超音波検査 6,720 1,000 

前立腺がん 血液検査 30～ 79歳　男性 1,600 500 
骨粗鬆症 骨密度検査 30～ 79歳  男・女 2,900 1,000 

肝炎ウイルス B型・C型肝炎血
液検査 40歳　男・女 2,460 500 

健診日程は６月１２日〜１９日の予定です。

「＊＊＊」の印があるものは
対象の健診ではありませんの
で、受けることはできません。

各健診毎に、きちんとご
記入下さいますようお願
いします。健診を受けな
い方も必ずご記入くださ
い。

氏名 性別 生年月日 年
齢個人番号

健診項目

特定
健診

若者
健診

後期
高齢者
健診

胸部
大腸
がん

胃がん 超音波
子宮がん 乳がん

前立腺
がん

骨粗
しょう症

肝炎
ウイルス

日曜健診
申し込み健診車 病院 健診車 病院

球磨太郎 男 S31.1.1 54 111111 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ ○ 1 2 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ 2 ＊＊＊ ○

球磨花子 女 S32.1.1 53 2222 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ＊＊＊ ○ ＊＊＊

球磨一子 女 S25.1.1 60 1212 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ○ 1 ○ ○ ○ ○ ＊＊＊ 2 ＊＊＊

球磨一郎 男 S3.1.1 82 2323 ＊＊＊ ＊＊＊ 2 ○ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

「村の健診を受ける方」は下の表に「　 」をつけて下さい。
村の健診を受けない方で健診を「職場で受ける方」は「１」、病院で
受ける方は「２」、「その他の方」は「３」をご記入下さい。
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 16:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

　� 　�≪4月「陽だまり」行事予定≫
　６日(火)陽だまりサロン
１０日(土)あおむし応援団活動開始
１５日(木)1才８ヶ月健診　
１６日(金)ママ誕生会
１７日(土)りんごの木サークル
２１日(水)陽だまりサロン
２７日(火)ナンシー講座

《
新
園
舎
完
成
》

こ
が
ね
保
育
園

　

待
望
の
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。　

仮
園
舎
か
ら
毎
日
楽
し
み
に
眺
め
て
い
た

子
ど
も
達
、
初
め
て
足
を
踏
み
込
ん
だ
第
一

声
は
「
わ
ぁ
～
広
か
～
」「
き
れ
い
か
ぁ
～
」

で
、
大
き
な
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

特
に
卒
園
す
る
子
ど
も
達
に
は
、
わ
ず

か
な
期
間
で
も
、
新
園
舎
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
充
分

対
応
で
き
る
新
園
舎
で
す
。
子
ど
も
達
の

最
善
の
利
益
の
為
、
保
育
の
質
の
向
上
を

め
ざ
し
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
工
事
期
間
中
地
域
の
皆
様
に

は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
致
し
ま

し
た
が
、
温
か
く

お
見
守
り
下
さ
い

ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　 　

先
日
神
瀬
小
学
校
の
閉
校
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
も
あ
り
、
小
学
生
の
見

事
な
演
奏
、
演
技
に
感
心
す
る
と
共
に
幼
い
園

児
だ
っ
た
頃
の
姿
と
重
ね
て
い
ま
し
た
。
地
域

の
多
く
の
方
の
参
加
で
そ
の
懐
の
暖
か
さ
も
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
閉
校
へ

秒
読
み
段
階
に
な
り
、
受
け
入
れ
る
し
か
な
い

と
心
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

当
保
育
園
の
園
長
も
約
四
十
年
間
神
瀬
保
育

園
に
奉
職
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
末
で

退
職
し
、
園
長
を
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
先
代
の
園
長
は
、
交
通
事
故
死
し
た
妻
の

供
養
の
為
に
腰
に
交
通
安
全
の
ハ
ン
カ
チ
を
ぶ

ら
下
げ
て
、
横
断
歩
道
で
は
大
き
い
声
で
「
右

オ
ー
ラ
イ
、
左
オ
ー
ラ
イ
」
と
確
認
し
て
い
た

こ
と
を
皆
さ
ん
に
覚
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今

の
園
長
は
焼
酎
も
飲
み
ま
し
た
が
、
般
若
心
経

の
中
か
ら
、
友
達
と
一
緒
に
仲
良
く
し
な
が
ら

頑
張
る
こ
と
や
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
感
謝

す
る
こ
と
（
あ
り
が
と
う
）
の
教
え
と
、
園
庭

を
愛
犬
と
一
緒
に
散
歩
す
る
姿
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
理
事
長
職
は
続
け
ま
す
。
永
い
間
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
度
は
後
任
に
「
岩
崎
み
づ
ほ
」
が
就
任
し

ま
す
。
今
後
と
も
前
任
に
変
わ
り
ま
せ
ず
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌　

《
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。》

神
瀬
保
育
園

あかちゃんこんにちは！

《
卒
園
お
め
で
と
う
！

羽
ば
た
け　

二
〇
名
の
な
か
ま
》

渡
保
育
園

　

年
長
児
さ
ん
は
い
よ
い
よ
保
育
園
と
お
別
れ

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
パ
ワ
フ
ル
で
楽
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
た
年
長
児
さ
ん
。
一
輪
車
に
も
乗
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
が
ん
ば
る
姿
を

見
て
い
た
四
才
児
さ
ん
は
、
早
速
一
輪
車
の
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
あ
な
た
達
の
一
生
懸
命
な
後

ろ
姿
は
ち
ゃ
ん
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
堂
々
と「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」

を
演
奏
し
た
み
な
さ
ん
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
卒
園
式
で

聞
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
絵
本
館

ま
つ
り
で
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
を
作
り
ま
し
た
。
年
長
児
さ
ん
が

う
ま
く
リ
ー
ド
し
て
お
お
き
な
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
い
つ
も
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

　

保
育
園
で
培
っ
た
優
し

さ
、
思
い
や
り
、
我
慢
強

さ
を
持
っ
た
立
派
な
小
学

生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

四
月
の
胸
と
き
め
く
新

し
い
出
会
い
に
希
望
を
持
っ

て
…

　

ガ
ン
バ
レ
一
年
生
！

≪陽だまりサロン≫

≪りんごの木サークルおすすめ絵本≫
あおむし応援団

ありがとう・よろしく会

「だってだってのおばあさん」 
さのようこ作・絵　フレーベル館

おばあさんの 99 歳の誕生日に、ねこがケー
キに飾るローソクを持ってき
たのはたったの 5 本。
でもおばあさんは、「ことし、
わたし５さいになったのよ！」
と気分はウキウキです･･･。

あおむしさんたちの一年間の活動を讃え
て、がんばり賞授与をしました。卒業の 6
年生には、とびたちま賞が贈られました。

陽だまりＯＢの方もいらして、いつもに
も増してにぎやかなサロンでした。

―　はじめまして、よろしく。―。

“赤ちゃんとララ
ラ”の曲に合わせ
てふれあい遊び

5 才児健診
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社 会 福 祉 協 議 会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 （
二
月
分
）

○ 

富
士
岡　

政
時
様
（
故　

時
吉
）

○ 

今
村　

正
人　

様
（
故
キ
ヨ
子
）

○ 

尾
方　

惠
子　

様
（
故
小
川
次
男
）

○ 

簑
毛　

ヤ
ノ　

様
（
故　

豊
成
）

○ 

平
根　

政
文　

様
（
故　

惠
一
）

○ 

鵜
口　

ア
ツ
エ
様
（
故　

喜
章
）

○ 

豊
岡　

ミ
ヨ
子
様
（
故　

留
行
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

　日本生命保労働組合　熊本支部では、県
内の主な施設に車椅子を寄贈されています。

　今年予定されていた
３４台のうち１台を球
磨村社協に寄贈してい
ただきました。

ありがとうございます

　

球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
で
は
、
第
五
回
球
磨
村
文
化

祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

今
年
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
連
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
最
後
の
活
動
と
し
て
だ
ご
汁
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
会
員
の
他
、
役
場
職
員
や
社

協
職
員
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
百

食
分
の
だ
ご
汁
を
お
昼
に
向
け
て

作
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、『
お
に
ぎ
り
が
あ
っ
た

ら
い
い
の
に
。』
と
言
う
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
に
ぎ
り
も

ボ
ラ
連
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
後
方

に
設
け
ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ボ
ラ
連
の
一
年
間
の
活
動
写
真

等
を
展
示
し
、
来
場
さ
れ
た
方
達

に
ボ
ラ
連
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

球
磨
村
文
化
祭
＆

　
　
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
多
く
の
方
々
が
だ

ご
汁
と
お
に
ぎ
り
を
買
い
に
来
ら

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
つ
二
つ
・・

･

と
鍋
が
空
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
、
昨
年
に
比
べ
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
外
で
食
べ
ら
れ

る
方
々
も
多
数
み
う
け
ら
れ
ま
し

た
。

食
べ
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は

『
美
味
し
か
っ
た
で
す
。』
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
や
っ
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

は
、
男
女
を
問
わ
ず
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

テーマ　
「水分不足」気にしていますか。

　あまり汗をかかない冬は夏に比べると意識して水を摂取する
必要性を感じていない人が多くいませんか。“喉が乾かないか
ら”、“夜中トイレに起きるのが面倒だから”と言って水分を控
えていませんか。

◎�冬でも体は汗をかいています。あまり喉が渇かないからと水
分補給を怠っていると、血液の濃度が高くなり、血液はドロ
ドロ状態になり、血液は体内を循環しにくくなってしまいま
す。

◎�水分が足りないと、老廃物の排泄もスムーズにできなくなり
ます。だから肌も荒れてしまいます。口から取り込んで体内
の内側からうるおいをあたえましょう。

◎�喉が乾燥していると気道粘膜の機能が低下し、粘膜の繊毛
運動も弱くなり、ウイルスが侵入しやすくなってしまうので
す。水分を積極的にとれば、痰や病原体の体外排泄を促進
します。

◎�風邪にかかって食欲が減退すると、食物からの水分摂取量
が減り脱水症状にもなりかねません。

　以上のように暑さに関係なく水分をこまめに摂りましょう。
特に睡眠中と入浴中は汗をかきます。だから、寝る前と起きた
後、入浴前後には必ずコップ一杯の水を補給するように心掛け
ましょう。

（注意）�コーヒーやアルコールは利尿作用をもたらすため水分
補給の目的で飲むものではありませんので、ご注意を。

　生活する上での様々な悩みや問題等ありました
ら、気軽に相談ください。種々の関係機関と連絡を
とりながら、解決へのアドバイスをいたします。
　◎相談日　毎月第 4 金曜日
　◎時　間　午前 9 時〜 12 時
　◎場　所　高齢者生活福祉センター「せせらぎ」
　◎問合先　球磨村社協　☎３２−００２２

　心配ごと相談　気軽に相談を
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜きっとあなたは☆青年団☆というファンタジーな世界のとりこになるはず！〜

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどうぞ！手軽にホームページからＯＫです

　　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　　（携帯電話）http:/ /k- ypa.net/i/

　３月７日に球磨中学校体育館で今年高校卒業した村内の高校生を対象に「プロジェクトＤ」を開催しまし
た。この事業は村内に住む高校３年生を対象とし、卒業してそれぞれの進路に旅立つ前に、再び友情・絆を
深めてほしいという願いから計画し、青年団活動の中でも毎年恒例になっています。( ちなみにＤは同級生
の頭文字からとっています ) 今年は２４名の参加がありました。
　まずは、レクレーションで「ワンバウンドふらばーるボールバレー」というニュースポーツを総当り戦で
行いました。男子２チーム、女子２チームの中で優勝したのは女子チームでした。次に、２年後の成人式で
の開封に向けてタイムカプセルの作成を行いました。カプセルの中には、未来の自分へのメッセージなどを
書いたカードや自分たちの思いを書いた焼酎ビン、それぞれ持ち寄った思い出の品々や手紙を入れました。
その後、ふるさと振興センターでバーベーキューをしました。さすが若い高校生！
　お肉もぺロリと食べしまい、足りないぐらいでした。最後にそれぞれの進路先を報告しあい、４月からの
新しいスタートに向けてお互いに励ましあっていました。多数の参加、ありがとうございました。

プロジェクトＤ

「チリ大地震被災者に対する救援金」について
標記の救援金について、日本赤十字社では下記のとおり受付けしますのでご協力をお願いします。

記
１．チリ大地震被災者救援金受付
　　（１）　名称「チリ大地震救援金」
　　（２）　募集期間　平成２２年３月１日（月）から平成２２年４月３０日（金）
　　（３）　受付口座　〈郵便振替〉　
　　　　　　　口座番号　「００１１０」
　　　　　　　加入者名　日本赤十字社
　　　　　　　　＊通信欄に「チリ大地震」と明記のこと。
　　　　　　　　＊受領書の発行を希望の場合は、「受領書希望」と通信欄に記載のこと。
　　　　　　　　＊郵便局・郵貯銀行窓口での取扱いの場合送金手数料は免除されます。
　　　　　　　　＊物品（救援物資）の受付は行いません。

（問い合わせ先）日本赤十字社　熊本県支部　振興課　☎０９６−３８４−２１２０
　　　　　　　　球磨村役場　住民福祉課　福祉係　　☎３２−１１１２
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　　　　　　　　　　　　　　　４　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆�村内保育園入園
式

2 3
◆�こがね保育園創立
８０周年記念式典
及び新園舎落成式

4 5 6
◆�一勝地小学校開校
式

7 8
◆�球磨中学校入学
式

9
◆�村内小学校入学
式

10

11 12 
◆区長文書

13 14 15
◆１歳８ヶ月健診

16 17

18 19 20
◆�村議会議員選挙
告示

21 22 23 24 

25
◆村議会議員選挙

26
◆区長文書

27 28 29昭和の日 30

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

遠
慮
気
味　

草
の
中
か
ら
福
寿
草

そ
る
が
本
音　

元
気
で
留
守
な
パ
パ
が
好
き作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

胸
さ
わ
ぎ　

む
ご
う
カ
ラ
ス
が
泣
き
よ
る
が

勝
負
あ
り　

相
手
か
ら
塩
送
ら
れ
た

作　

日 

當 

山 

岳

（
人
吉
武
者
返
し
会
の
会
員
の
作
）

先
回
り　

生
涯
家
で
飼
う
て
や
る　
　
　

作　

倉
野 
お
君

深
呼
吸　

拳
に
思
い
止
ど
ま
ら
せ　
　
　

作　

村
上 

鬼
拳

口
下
手　

球
磨
焼
酎
が
潤
滑
油　
　
　
　

作　

桝
石 

炭
山

　

な
お
、
人
吉
武
者
返
し
会
で
は
、
毎
月
一
回
例
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
会
報
（
約
十
部
）
ご
希
望
の
方
に
は
、

毎
月
十
日
頃
お
届
け
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
日
當
山
岳

（
木
屋
角
）
☎
０
９
６
６
‐
３
４
‐
０
２
３
７
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

君
の
名
を　

二
人
で
見
た
日
は
セ
ピ
ア
色

ど
ん
ど
や
に　

昭
和
の
昔
よ
み
が
え
り

ど
ん
ど
や
で　

焼
い
た
こ
げ
餅
う
ば
い
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

カ
ヅ
子

春の全国交通安全運動

春の全国交通安全運動

川 

柳
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

大
久
保　

梅
吉

88
才

遠
原

簑
毛　

豊
成

89
才

上
原

小
川　

次
男

77
才

小
川

横
井　

弘

91
才

横
井

平
根　

惠
一

87
才

山
口

鵜
口　

安
政

83
才

鵜
口

豊
岡　

留
行

84
才

柳
詰

桺
詰　

ウ
タ
子

87
才

柳
詰

舟
戸　

黠

86
才

舟
戸

2月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

3月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 41  △１ △1 2

人　口（人） 4 , 610  △ 1 3 △1 0 3

男　（人） 2 ,18 5  △ 1 0 △  4 2

女　（人） 2 , 4 2 5  △３ △  6 1

　

春
が
来
た
と
は
言
い
な
が
ら
も
、

ま
だ
ま
だ
寒
く
感
じ
る
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
３
月
号
の

編
集
後
記
は
ど
ん
な
こ
と
書
い
た

の
か
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、
桜
の
開
花

予
想
が
平
年
よ
り
も
二
週
間
早
く
、

花
見
や
入
学
式
に
は
、
桜
の
花
が

散
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
し

て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
平
年
よ
り
も
一
週
間

程
早
い
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
三
月
と
言
え
ば
、
別
れ
の

季
節
・
出
会
い
の
季
節
と
言
い
ま

す
。
私
に
は
、
こ
の
一
年
で
付
い
た

脂
肪
に
別
れ
、
新
し
い
脂
肪
と
の
出

会
い
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
現
状
維
持
で
頑

張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

遠
原　

悠ゆ
う
と斗

光
晴

舟　

戸

茂
田　

和か
ず
き輝

千
里

茂　

田

今年も走るよ！「SL 人吉」ポッポー

○熊本駅⇒人吉駅（下り）
熊本 新八代 八代 坂本 白石 一勝地 渡 人吉

9:41 発 10:26 発 10:40 発 (10:33 着 ) 10:56 発 11:27 発 (11:22 着 ) 11:52 発 (11:42 着 ) 12:02 発 12:13 着
○ 人吉駅⇒熊本駅（上り）

人吉 渡 一勝地 白石 坂本 八代 新八代 熊本

14:39 発 14:50 発 15:08 発 (14:59 着 ) 15:28(15:23 着 ) 16:11 発 16:35 発 (16:29 着 ) 16:40 発 17:21 着

〜 一勝地駅　球磨村観光案内所からお知らせ 〜
　普通切符のほか、学生さん等の定期券購入もできますので、どうぞご利用ください。

（問い合わせ先）  一勝地駅　球磨村観光案内所　☎ 0966-32-0019

　昨年、復活運行した「SL 人吉」ですが、今年も３
月６日から復活運行しています。これから行楽シーズ
ンを迎えます。ぜひ、「SL人吉」で日頃、見ることの
ない、球磨川の景色を思う存分楽しんでください。
　一勝地駅では、昨年に続いて下り線で１０分、上り
線で９分停車します。駅ホームでは、村の特産物や入

場券の販売などを行います。人気があるのは、「足を
地につけ努力し、まず一勝を」との願いが込められて
いる「入場券」です。取材に行った３月１４日（日）
も下り線で５１枚が販売されました。また、栗まんじゅ
うや柚こしょう、焼酎などが良く売れていました。

　
　
　

氏　

名

出
身
地

大
山　

伸
幸

鵜　

口

山
﨑　

由
衣

長
崎
県

蔀　
　

勇
也

蔀

野
中　

育
実

錦　

町

軸
屋　

信
寿

益
城
町

川
島
え
り
な

川　

島

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

寿寿

「ＳＬ人吉号」運行詳細
☆運 転 日　�平成２２年３月６日（土）〜１１月２８日（日）の金曜・土曜・

休日。また、春休み、ゴールデンウィーク、夏休みは、毎日運
行します。但し、検査のため毎週火曜日（５月４日、８月３１
日除く）と４月２８日、５月６日、８月２日は運休。

☆運行区間　鹿児島本線・肥薩線　熊本〜人吉間（１日１往復）
☆き っ ぷ　ご乗車の場合は、ご利用区間の乗車券のほか、座席指定券が必要です。
　　　　　　�指定料金　大人：８００円（小人：半額）熊本駅から人吉駅までご利用の場合（大人お一人様片

道あたり）乗車券 1,770 円＋指定券 800円
☆停車駅と運転時間


